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29.氣態 班Fめ 倍 調 霰 吸 耀ド.
1九且 購p・ 扛・i・kSF.・O.Salhn4Phys..Rev.,
48,915.8p93u).
長 さ:.225cmの銅 製 吸 收 菅 を 用 や τ・ru無 體 の.吸.
牧 スペ.ク トル を研 聟 し9;・II.F..め廻 轉 振 動 幣 の 巾・
(1一.0)帶,ｰ,62p及び(一 ・一〇):帶,1.29pの二 個 は
霞旡に.溯定 せ られ.τゐ るの でコ 著 者 等 は 赤 外 寫 眞 車乞板.
.を用 ゐ で(3{一〇)帶,soon.42A潔ぴ(4←0).帶.6755:C了
肋 二働 蠍 脚li糺 た・スペ… グラ7
fd'21-footの凹.面格 子 を 用 ふ・ その 結 巣.(3←0)帶
はR枝 に於 て9本及 びP枝 に於 て61奉・(4←0)帶
は.R.枝に於 てG本及 びP枝 に於 て5本 の 吸 敢 線 を 見





ヌL.これ よn.正規 状態 の.HFの:振 動 恒 数 はxの 如 く.
定 め ら る・
rnp=4141.305cm-1xx41p=90.R(i6cm-1
Sｫr・・。`0.921Cm一匿
從 つ てHFの 分解 熱 は.D=(唖 一x巴1・,讃ノ4xe.・e=ian
Acal/mu1層とな る.
興 床 あ る點 は 非 調和 係 數(anliarmnnicilyfactor)Xp
がIIFに てはa・0219なる に對 し,HCI,FIRi及H1
に て は夫hO.Oli4,0.mn及.OiOli?.Lあn,HF
に 於 て 持 に木 きい・ 之 嫉HFの 倍 調 畷 取 馨 が比
較 的 強 く現 はれ る に反.し,IiC】等 に於 ては(4←0)
帶 が 容 易 に 見 禹せ な い 事 を現 は し.てゐ る・叉 非 調 洳
係 數 の 大 な る事 とIIP』の 容 易 に 重 合 す ろ 性 質 と何





75CU28)〕 に.H20め 熱 分 ・解 に 於 τ 生 争 るOH向






























偖,著 者は虻等 の接觸反應が始 まる.とPl.線
の激 上昇が起 る繊 に着眼 レ ζれらの嬾 反慮
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化を覯察 レて行 くのである.
先づ空氣中で線 を加熱 して行 ～蒔の策位表面債に
對する.淌費電力 と温度上昇の曲糠(第一圖}を求め之
を標準曲糠(.4丿とし次にこの空氣 ド少 し宛 メタγを












































て,騨 曲i二近附いて絹 諜 防 高温1=於てP・.
の弱媒能は減退して行 く・而して邃に或温度では全





か ら起 る事を認めたが,水 素・メタン・窒氣の混合氣
.殺中でPt隷 を加熱レて行 くとゼ先づ200ｰC附迸
で標凖線か ら急に離れ.:次にEOO-000。C附近で叉
麟 灘 温度上昇を尉 俤 二囲～・ 薩防,鱗 では


















32.金屬 の酸 化 速 度(量)熔 融 状 態 に
於 け ろ.錫の 酸 化
L.L.RircumsLawRG.D.Yreslnn.
Phil.]fag。,21,6S6～97(IA3G).
金 罵 の酸 化 癌 度 に關 す.る(持に.Cuに就 τ}「mi・89・
]iedwnrthFei[krnch[;1¥'ilkins等.の研 究 亡本 誌 第δ
卷150頁(績介)參 煕 〕 に依 れ ば,..酸牝 膜 が 緊 密 な 暦
を.なす場 合 には,酸 化 漣 度 從 τ 酸 素 の 吸 收 量 は そ.の
膜 のrr.さに.逆比 例 す る と考 へ τ 導 か れ 亡開 係
,:_,:十C
.皀卩.ち.Parab`・1icL烹wが成 立 す る 事 が實 臉 的 に 謔t
φ.られ て居 るbヌ.Rill:iasRidcal等の 研 究 に佐 れ
ば..酸化 還 元 を繊b返 へ しで 活性 化 され たLuの 鱈

































に際 し露められ る金屬匝の色の奇妙な變化 に就て,
その恃異性を指嫡 して居 る。(俵藤)
語 。木 炭 に よ る化 畢 的牧 着 の 研 究
[11]水蔵 無 の吸 着
C.(1.Lnwsnn,Tr躙5LFa瓰d.Sbc.,
32,37:一一BQ930).
著 者 は特 別 に製 俸 せ るSorption』glanceにτ永 蒸
氣 の木 炭 に よ る蛟 管 を 測 定 して 次 圍 の 如 き等 濃 蕣 を
得 て ゐ る・ 木 炭 の 表 面 が 酸性 の 酸 化 物 に.て蔽 は れ て
ゐ る場 合(屠 中C;4110ｰの措 合 に して900ｰで活性 化
した も のr.rt.KoilhO砿∫・Am.Chem.S魔・,54.447ζ;













紺 胃」■助 轟...曹・一蜘 噛 ・費蹲'M旧o'".







































着量を示 し,r,の 結晶に或 る大さの無鮫の細隙の
存在する..ことを假定ぜねばその吸符機構を覗明する
こと畳よ鵬來なし丶(」1凵ヒ)























叉一般 に減摩油は空氣咽 二於で酸化 し,次第に減服
.劑としての機能を減少するもの.であ.るが此現東 も廻
「
物 理 化 学 の 進 歩Vol.1。_936、.1













た無定吻 酸働 質が金職 陣に附著す稱 である
と推論さ.れた・〔窪川〕L箕 噛
35,.超音 波 に よ る興 化 の 定 量 的 冒 駿
C.ILondyandK.SiiLlneqTrans.FaruL,Snc.,
32,sss一一c7(19:SG)・
水 と各 種 の油 の エ マ ル.ジヨ ンを水 及 油 の相 に就 い
て そめ 濃 度 を 不透 明 度 よ り観 察 した・ 水 の 柑 は一 夜
す れば 殆.んど.清澄 とな り・ 油 相 も多 くは 同 機 で あ る
が 結廉 に支 配 され 榔 が 木 きい・ 水 トNz.・系 で は
エ マ)Lヨ ンの濃 度 〔顯 徽 鐔 的 観察 にtr<る容皐 パ ー
.
セ シ ト.)は容 易 に あ ろ.一定 穐 限 に逵 す る・ 音 波.のエ
解ぜ る.ガスのf#用は有機 〆ルでF3b3rh影響は無い




3B.重水 の 一 分梳 法
.¥.Farkas,"Trans.Farad.Sce.,
32雪41.3樋(1936)・
重 水 の分 析 法 に は 比重 や屈 折率 め測 定 に よ.る方 法.
や,或 は被 檢 水 を分 解.して 水 素 と..なし,雌 のfi'xip
の重 水 素 濃 度 を 決 完 して,間 接 に重 水 の 含量 を知.る..
方 法 が あ る・
.著者 の甎 分 析 法 は..パラrオ ル ト.水素 濃 度渓 定 に 用
ゆ るIlliCrotheretoα}nd囗cti7itymetAodの一 應 用
で 水 と.水素 との 次 の交 換平 鵆 を利 用 し1.も
H._O十HD=uDo十1.i.._,(準鵆 恒 鍛 ㌦)_.?(正)
の で,未 知 のD含 量(ｫb7の 被 檢7kと干 衛 に あ.る.
ガ ス中のD含 量(Cy)を 測 定 レ 次 の 式 に よつ て






〔VP=蒸 氣ipのD含 痣f:1一[,Ci.とD♂1.の 蒸 氣 壓
ネル ギ ー 〔凄 振 囘路 の二 弐 電 流)の 強 い と き.に..は1の比)(K3・fの 値 は 既 知)1
4,2～4.5%であ る.エ ネ ル ギ ーの よ り人 な る..もの は.測 定 法 は]Ocmの 長 さ.と5mmの 直徑 の ガ ラス器
よb短い時間にこの種闘直に逹するが握摩を大にす に負傘線を張つ1.物の底にa.i_n・YCC・の穣檢水を
るも必中.しも濃度は大とな らr帳時間音波に鴬て.れ 入れ,此 の容器を先づ排氣 し,ue(X13uaを約
ぱ濃度は却つて裁少.し,又音張度が弱ければこの棚mmmitgの 壓に入れ,嚠水は20℃に保 ちつ、 自金
限に.達し難い.乳化劑のrの 下に於て トルヱンtt線 を1000ｰKに熟 して,〔1)式の交換雫衡を成立せ
水によく分散し75%にも遑するがこれはW・.(htwaldしめる.(平衡は鼓分聞で成立する)・此の峙容器中
のph:uscvolwuetheory..の計 算.によ るi4.04/の がスを少し取出し,著 者の考案のIIIICfOIhemm
と一致 す8@dt_於て興味あ.るものである・zR/Lジ.ComIuclivilymetfialでcnを瀾定する・ 本方法に
ヨンの分散度は音操度を比較的に弱 く且つ時間を規 で得た結果 と比重のiU!dの結果 と比嫉するとcyの
くすれば頁いが,分散度は叉外壓によつて ら左右さ 値で1.・5%の午均誤差を得た6自 金線に溶けてあ
れる・ 水銀は;aの揚合とはや 、異5,音 勢力の.あ る水素や水中にある蒸氣壓を捲たない物質の混在に
まり1二小ならざる隈bx,00ｰ_moL枸鰈酸ナhリ ウ よつては誤差を生 じないが・容器が十分乾燥.しτな
ム液中へ分散して6grfLの繰限に逵する・保護さ い時,水 にHCIの 如 きものを混する時や加熱白金
れた液へはよb多 く分散するが粒于が粗 くなる事は 線で分解される揮發性の有機物め混在が箕驗誤裘と
注意に{直する・これに對する観明が與へ られてゐる・.なる・.本法は挙犇容器を小にすればO.01gの試料で
叉油自身の性質によ ら分.散度は昊 り・脂肪族ア)La分 析で きる・本法は水 と他の物質(不揮發性)との間







































1,anば 測 定 が で きる・著者 は例 と し¥HaNOyを 敢 水
1に溶 か した 芻 合 に就 いて 測 定 しτ ゐ る.(4hgi1
囓P
し約10-ammにな つ た 時 に約2Amp.の 電 流(交 流)



































































































































8・時齣 齢 働 ボ 陰髄 鰍 概 流力:14.・・p,in
」
電 弧 電 流 がSAmp,同 じ く電 壓 が16-18Vo且【 の 時
り
2δ37Aの鍍 の 強 さはUeT:eusホ銀 燈 の それ の 約 寉2'
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